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三豊分校仮校舎  一心寺 (市 内幸 lT)
(明 治 34年 から35年 3月 まで、丸 亀 中学 三豊分校 の 1・ 2回 生 がここで学ん だ )
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三中新校舎落成 頃、樟樹 はまだ小さい (明 治 35年 )

第 1回 卒業生 (明 治 39年 3月 29日 )



明治～昭和初期には自ゲートルを着用した

第4回 事業生 (明 治 40年 頃 )

青 島陥落視賀参集 (有 明海岸 大正 3年 H月 7日 )



創立 25周 年記念図書館 (I召和3年 )

会議室

樟樹の木もれ 日を受けて 竣 工 直 後 の 図 書 館 (昭 和 4年 )
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閲覧室で読書に励む三中生



化学実験市 (昭 和 10年 頃 )

剣道場 剣道の型の練習 (‖イイ和 13年 )道 場の出人りには‖1111に 敬礼した



剣 道 部 (昭 和 10年 )

柔道部 (昭 和 5年 )

水泳部 (昭 和 6年 )
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陸上 部

野球部
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昭和 14年 頃の観音寺町学友会 (琴 弾公園 )

めったに見られない三中生の実顔
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戦 場 競 技 部  明 治 神 宮 大 会 で 優 勝 (昭 和 17年 )ク ラブ活動も戦時色濃厚。現在の神宮球場で全国中学
校の射撃・銃剣術、ラッパ、滑空、戦場競技部が技を競つ

た。翌年ここで学徒出陣式が行われ、旧専門学校、高等

学校、大学の学生は大平洋戦争の戦場へと出陣した。
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Iml l/1部 (倉J立 は昭和 7年 )

学徒動員の身分証明書



紀元は二千六百年 倒暁たる嘲 ツヽの響き(昭 和 15年 )
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執銃教練  セルロイド製名札をつけた頃
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教練査閲「査閲官殿に敬礼J(昭和12年 )

この年の7月 7日 、度溝橋事件により、日中戦争本格化 (昭 和 12年 )
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校旗に敬ネし 「・H~ァ ー中 lJ(H召 和 16年 Lll)
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学業 14ば に多数が F ttl・Aに 志願した (日″和 18年 )
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黒帽子、黒詰襟の制月R姿 の最後の卒業生 (昭 和 16年 3月 卒業 )

制月卜 制帽は陸軍軍月に式の国防色、脚にゲートルを巻く(昭 和 17年 卒業 )
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柔道部 (昭 和 19年 )

篭球部 (昭 和 18年 )

野球部 (昭 和 12年 )

射撃部 (昭 和 18年 )

観音寺町学友会 (琴 弾八幡神社前 )



講堂 (昭 和 6年 落成、平成元年取りこわし)
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■
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左奥 講堂、奉安殿 (昭 和 9年 ～20年 )



本上決戦「一億玉砕」が叫ばれた頃の三中生 (質 実 hll健 の日本男児 )
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運動会 武装競争 (昭 和 17年 )
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秋季大運動会 (日召和 21年 )

文化祭でデカンショ踊り始まる

運動会 一斉体操


